
学会長挨拶 9：40～9：50

第61回群馬県医学検査学会　学会長　岩上　みゆき

一般演題 9：50～10：30

血液 座長 中島　翔 済生会前橋病院

1 当院で経験したサラセミアについて
深澤　里美 東邦病院

2 多項目自動血球分析装置XN-1000を活用した胸水・腹水細胞検査自動化の検討
小林　優子 伊勢崎市民病院

3 先天性赤芽球癆（PRCA）の一症例
佐藤　文則 太田記念病院

4 血小板指数（MPVおよびPDW）の有用性について
佐藤　あずさ 中央群馬脳神経外科病院

一般演題 10：40～11：10

微生物 座長 山極　健秋 太田記念病院

9 尿路感染症診断における緊急検査追加項目の検討
本村　玲奈 群馬中央病院

10 当院における抗酸菌検出状況について
小林　優子 館林厚生病院

11 喀痰の抗酸菌塗抹検査追加による院内感染対策
関口　智絵 桐生厚生総合病院

ランチョンセミナー 11：30～12：30

座長 髙山　貞男 伊勢崎市民病院

1 東ソー株式会社・日水製薬株式会社 11：30～11：50

「TRCReady-80システムを用いた抗酸菌迅速検査の有用性」

土屋　滋夫 東ソー株式会社　バイオサイエンス事業部 
営業部 メディカルシステムグループ

2 ベックマン・コールター株式会社 11：50～12：10

「検体品質の向上と業務の標準化を実現する微生物検査のワークフロー改革」

池延　貴史 マイクロバイオロジー事業部

3 シスメックス株式会社 12：10～12：30

「医療施設における院内感染対策」

原　敬志 北関東支店　

第1会場（基礎講義棟　大講義室）



研究班セミナー これで安心！日当直 12：40～13：50

1 血液検査研究班 座長 竹沢　和男 館林厚生病院 12：40～13：15

「日当直時の血液検査」

堀内　伸一 伊勢崎佐波医師会病院

2 生理検査研究班 座長 竹沢　和男 館林厚生病院 13：15～13：50

「日当直時の生理検査」

有馬　ひとみ 前橋赤十字病院

一般演題 14：00～14：30

生理 座長 松尾　美智子 前橋赤十字病院

16 脳波検査時にパルスオキシメータによるモニタリングがSpO2の低下の把握に有用であった一例
中村　良幸 高崎総合医療センター

17 ギラン・バレー症候群亜型「咽頭頸部上肢型」の1症例
木暮　裕香 群馬中央病院

18 当院で経験したたこつぼ型心筋症の一症例
柿沼　優子 館林厚生病院

一般演題 14：40～15：20

血液 座長 柴崎　彩 群馬中央病院

5 新規FDP試薬「リアスオートP-FDP」の性能評価と急性前骨髄性白血病症例
におけるFDP分画反応性の検討

田谷　奈七 群馬県立がんセンター
6 CTS機能を改良した血液凝固自動分析装置CP3000の基礎的検討

清水　耀寛 済生会前橋病院
7 FDP/DD比と凝固・線溶分子マーカーとの関係性の検討

栁田 早希 群馬大学医学部附属病院
8 光学式血小板測定法（PLT-O）が有用であった偽性血小板減少症の一例

島田　沙織 伊勢崎市民病院

特別講演（スイーツセミナー） 15：30～16：30

座長 岩上　みゆき 第61回群馬県医学検査学会　学会長

「臨床検査・臨床検査技師の未来を考える」

講師 宮島　喜文 日本臨床衛生検査技師会　会長

閉会の辞 16：30～16：40

第61回群馬県医学検査学会　実行委員長　土屋　宗一



一般演題 9：50～10：30

生理 座長 根本　綾 北関東循環器病院

19 ASD（二次孔）閉鎖術後に一次孔欠損が判明した1症例
畔田　貞明 太田記念病院

20 心エコー図検査にて検出し得た肺動脈四尖弁の1例
星野　沙也加 群馬県立心臓血管センター

21 短期間で急激な増大を認め準緊急手術となった肺動脈弁IEの一症例
並木　宏暢 伊勢崎市民病院

22 右房粘液腫の一例
森田　圭子 群馬大学医学部附属病院

一般演題 10：40～11：10

輸血 座長 須佐　梢 群馬大学医学部附属病院

23 イムコアｅｃｈｏの導入について
竹沢　和男 館林厚生病院

24 緊急時に起こった異型不適合輸血の1症例
相馬　真恵美 前橋赤十字病院

25 急性大動脈解離患者におけるフィブリノゲン濃度とFFP輸血量の検討
永濱　景子 群馬県立心臓血管センター

ランチョンセミナー 11：30～12：10

座長 栗原　康哲 群馬大学医学部附属病院

4 アボットジャパン株式会社 11：30～11：50

「無顆粒球症（顆粒球減少症）と血液検査の重要性について」

藤井　沙季 診断薬・機器事業部

5 シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 11：50～12：10

「血液ガス分析の基礎」

小笠原　剛 ラボラトリー東日本営業本部　血液ガススペシャリスト

第2会場（基礎講義棟　中講義室）



研究班セミナー 臨床検査の精度保証 12：40～14：15

3 病理細胞診検査研究班 12：40～13：05

「細胞診の精度管理」

土田　秀 群馬県立がんセンター

4 臨床化学検査研究班 13：05～13：30

「JCCLS共用基準範囲について」

古田島　伸雄 学校法人群馬パース学園　群馬パース大学

5 輸血検査研究班 13：30～14：15

「赤血球型検査ガイドライン改訂について」

竹内　紗耶香 高崎総合医療センター
田代　香奈 桐生厚生総合病院

一般演題 14：20～14：40

輸血 座長 小川　公代 群馬県立心臓血管センター

26 日本輸血・細胞治療学会I&Aの更新
梶田　幸夫 桐生厚生総合病院

27 輸血システム更新に伴う血漿分画製剤の検査室管理についての取り組み
金井　峻吾 伊勢崎市民病院

一般演題 14：50～15：20

病理 座長 須藤　健治 公立富岡総合病院

28 病理部門ネットワークを利用した染色関連マニュアルの一元化について
飯田　麻美 群馬県立がんセンター

29 SP-A陽性を示した甲状腺乳頭癌肺転移の1症例
今泉　智博 桐生厚生総合病院

30 尿中に腫瘍細胞を認めた悪性リンパ腫の1例
齋藤　亜弥 伊勢崎市民病院

座長　須藤 健治  公立富岡総合病院

座長  新  勝典   伊勢崎佐波医師会病院

座長  丸橋　隆行 群馬大学医学部附属病院



一般演題 9：50～10：20

細胞診 座長 今泉　智博 桐生厚生総合病院

31 原発の推定が困難であったリンパ節穿刺吸引細胞診の一例
杉山　千津子 館林厚生病院

32 乳腺神経内分泌癌の一例
布瀬川　綾子 前橋赤十字病院

33 当院におけるセルブロック運用の検討
栗原　康哲 群馬大学医学部附属病院

一般演題 10：40～11：10

チーム医療 座長 新井　幸枝 東邦病院

34 当院における内視鏡室への臨床検査技師の参画
須藤　健治 公立富岡総合病院

35 当院における持続性グルコースモニター（CGM）の運用実績と臨床検査技師の関わり
秋山　弘子 済生会前橋病院

臨床化学 座長 新井　幸枝 東邦病院

36 グリコアルブミン（GA）とHbA1c（HPLC法）の相関性の検討
殿木　正人 群馬臨床検査センター

ランチョンセミナー 11：30～12：30

座長 井田　伸一 公益社団法人前橋市医師会

6 ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 11：30～11：50

「生化学・免疫統合型システムについて　～cobas8000 のご紹介～」

岩橋　伸剛 関東支店

7 積水メディカル株式会社 11：50～12：10

「蛋白質分析装置「ラピッドピア®」で測定可能となった循環器系疾患関連マーカー
「H-FABP」・「BNP」・「Dダイマー」の有用性（H-FABPを中心に）」

須永　宏行 カスタマーサポートセンター　学術グループ

8 富士レビオ株式会社 12：10～12：30

「腎疾患の新しいバイオマーカー L-FABP の有用性」

吉尾　仁美 学術サービス部

第3会場（小講義室）



研究班シンポジウム 感染防止対策の評価 12：40～13：45

座長 高瀬　麻由美 済生会前橋病院

微生物検査研究班 「感染管理加算について」

感染管理加算1の施設 横澤　郁代 前橋赤十字病院
中島　雅子 桐生厚生総合病院

感染管理加算2の施設 恩田　美子 中央群馬脳神経外科病院
恩田　昌代 鶴谷病院

一般演題 14：00～14：40

微生物 座長 大越　将貴 済生会前橋病院

12 当院で分離された肺炎球菌の動向について
山極　健秋 太田記念病院

13 面会禁止措置を講じた当院のインフルエンザ対策における検査技師の関わり
竹内　哲也 公立富岡総合病院

14 当院の入院時耐性菌検出状況について
川村　佳男 伊勢崎佐波医師会病院

15 JANIS、群馬県と連携病院における薬剤感受性成績の比較
松井　直紀 公立富岡総合病院

一般演題 14：50～15：20

免疫血清 座長 井上　敏弥 群馬大学医学部附属病院

37 血中薬物濃度測定用試薬「ナノピアeTDMメトトレキサート」の基礎的検討
栗原　明子 群馬県立がんセンター

38 ルミパルスG1200を用いた透析患者におけるwhole-PTH測定試薬の検討
黒岩　奈々美 済生会前橋病院

情報システム 座長 井上　敏弥 群馬大学医学部附属病院

39 化学療法　前・中・後に必要な検査オーダー画面の作成（肝炎ウイルス）
柴崎　洋一 公立藤岡総合病院


